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（�）調査関連資料
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①尖閣諸島周辺海域の漁場利用と調査の実施
　戦後も戦前同様、尖閣諸島周辺海域は漁場として利用さ
れた。����年代に入ると、琉球水産研究所によって回遊魚
に関する漁場調査、海況調査等が実施され、九州の漁業関
係者がカツオ漁、カジキ漁、底引き網漁などの操業を開始し
ており、鹿児島県水産試験場、水産庁福岡支部による漁場
調査、水揚高調査の結果が報告されている（→No.��）。
　また、����年（昭和��年）、李承晩ラインの設定により日
本本土の漁業者が済州島周辺のサバ漁場から締め出された
こともあり、尖閣諸島周辺の東シナ海大陸棚が新たなサバ
漁場として有望視され 、����年（昭和��年）、����年（昭和
��年）には、長崎県水産試験場と琉球政府水産研究所によ
る合同調査が実施されている。
　駐留米軍による射爆演習が継続されながらも、戦後の漁
業復興期において、尖閣諸島周辺海域は好漁場として漁業
関係者に利用され、研究機関による調査も行われたと考え
られる（→No.��、No.��）。
　資料調査では、����年（昭和��年）の許可漁業について、
珊瑚の生産高を報告する資料に、漁場として尖閣諸島各島
沖合が記載されているものを確認した（→No.��）。

②戦後の学術調査
　戦後の尖閣諸島における学術調査は、����年（昭和��
年）の高良鉄夫氏による調査を嚆矢としてはじまった。この
時の経験を元に、高良氏は、こども向けの新聞に尖閣諸島
の自然を紹介する記事を寄稿している（→No.��）。
　その後、高良氏は、����、��、��、��年に調査団を編成し
て尖閣諸島の学術調査を実施し、琉球大学を中心に多くの
地元研究者が参加した。
　以降も、����年（昭和��年）に琉球大学による調査があ
り、この時は、琉球大学教授他、��名の専門家等から成る調
査団が結成され、尖閣諸島の動物、植物、地質、水質、海洋
観測及び漁場の総合的な調査が行われた。この調査には、
琉球政府農林局琉球水産試験場（※�）所属の試験船「図南
丸」が使用されるなど、琉球大学と琉球政府の合同調査とし
ての性格も併せ持った調査であった（→No.��）。
　����年（昭和��年）には、沖縄開発庁による学術調査が
実施された。地質、陸上動物、水中動物、植物等に関する調
査が行われ、尖閣諸島に関する貴重な学術的知見が蓄積さ
れている。

戦前のように、戦後も行政機関や研究機関による
尖閣諸島の調査が行われ、科学的な情報や産業に
関する知見が蓄積されていたことが確認できる。
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言語 日本語
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所蔵機関 鹿児島大学付属図書館水産学部分館（郷土資料）

利用方法 鹿児島大学図書館水産学部分館で利用手続きを行う

　鹿児島県水産試験場による東シナ海におけるサバはね

釣り船の操業状況報告である。1960年2月頃より尖閣諸島

魚釣島近海（農林漁区番号529, 539, 549)にサバの回遊

が集中し各船同海域で操業したことが報告されている。

資料概要

漁況の概要について

　漁場における操業日毎の1夜1隻平均漁獲量の5日移動

平均は第1図の如くで32年33年度とも11月を頂点として

漁況は短期的な変化を繰り返しつつ漸次低調を示している

が、本年は逆の様相を呈し、漁場が魚釣島近海に膠着する

に到って幾分活発となった。

内容見本

鹿児島県水産試験場による漁業調査報告
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